
 
 

 

 

 

飯田市、子ども医療費助成対象来年度から 

高校生まで拡大＝県内１９市で初の実施へ 
 

朝日新聞長野版 9 月 30 日

によると、飯田市議会では 9

月 29 日本会議で飯田市福祉

医療給付金条例をの改正案

を可決、成立させた。この改

正によって、今まで中学生ま

での医療費助成制度が、来年

度から対象を高校生まで引

き上げられることになった。 

医療費無料化の対象が高

校生（18 歳以下）まで拡大さ

れたのは、19 市では初の実施

になる。 

飯田市では以前から拡大

を求める市民の声が相次ぎ、

牧野光朗市長は３期目の選

挙公約にしていた。 飯田市

は今年度から障害者につい

て 18 歳まで無料化を拡大しており、市は「整合性を図る意昧もあった」と説明。完全拡大には「む

やみに医療機関にかかるケースが増えるのでは」との懸念も出されているが、市側は「経済的な理

由で受診をためらうことなく、安心して受診してもらえる利点は大きい」と話している。 

以上が朝日新聞の記事の内容ですが、紹介されている飯田市の担当職員の談話「経済的理由で受

診をためらう」患者（家族）さんの思いをしっかり受け止め、もう一歩踏み込んで、医療機関の窓

口での支払いをなくす窓口無料制度の実現に向け、行政側の政治的決断を望みたい。 

 

9 月県議会本会議で、自民党・小池清県議

（飯田市選出）が窓口無料化求める質問 
 9 月県議会本会議（10 月 1 日）で、飯田市選出の自民党の小池清県議が、「子ども医療費の窓口

無料化」を求める一般質問をしました。小池議員は、子どもの貧困化が深刻な状態になっている中

で、貧困対策や少子化対策の中でも優先度が高い課題として「医療費の窓口無料化」問題を散り上

げ、各都道府県での実施状況、国保のペナルテー見直しに関する国の動向、現物給付化への県の見

解などを質問しました。県当局からの回答は、従来の見解の範囲内での答弁でしたが、窓口無料化

を求める自民党県議の質問は、大きな変化で、私たちの運動の反映でもあります。 

 

新婦人の会県本部が 9 月県議会に提出した窓口無料化

を求める請願は、「継続審査」となりました。 
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